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社会福祉協議会は住民の参加により福祉のまちづくりをすすめる民間組織です

第55回川崎市社会福祉大会を開催しました。
一部式典での伊藤副市長挨拶の様子【関連記事2.3面】

〇申込・お問合わせ　
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●たくさんのご寄付をありがとうございます ～ご寄付お礼～

●ボランティアタウンフェスタ開催
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●オレンジリボンたすきリレー報告

●インフォメーション　
　～補聴器とコミュニケーション講座、福祉情報ミニ講座　他～

　「聞いて長生き！笑って健康！人生って素晴らしい」人生楽しく過ごすには健康が大切です。
昨年度大好評のこの講座は、全国各地で落語会や講演会、テレビのリポーター、ラジオなど多方面で活躍中の
噺家林家うん平師匠の「心と身体を元気にする笑いについて」の講演会と落語です。ぜひお楽しみください。

●日時

●会場

●講師

●対象

●定員

●受講料

●申し込み

平成30年3月9日（金）　13時30分～15時30分　開場13時

川崎市産業振興会館　1階ホール　

※JR川崎駅より徒歩8分・京急川崎駅より徒歩7分

〒212-0013　川崎市幸区堀川町66-20

林家うん平師匠（一般社団法人落語協会）

川崎市内在住の方

400名

【当日先着順にご入場できます（定員になり次第締切ります）】

無料

不要【当日、直接会場へお越し下さい。】

平成29年度 普及啓発 福祉情報ミニ講座 真打ち林家うん平さんから学ぶ
「笑顔は人との関わりを豊かにするコミュニケーション術」

補聴器とコミュニケーションの講座
(福)川崎市麻生区社会福祉協議会 共催事業

 参加費
無料

●日時

●会場

●対象者

●申し込み

平成30年2月2日・9日・16日・23日　毎週金曜日

13：30～15：30　※4回別々の内容の連続講座

麻生老人福祉センター（いきいきセンター）麻生区金程2-8-3

 小田急新百合ヶ丘駅よりバス、「麻生高校前」下車　 
※自家用車でのご来場はご遠慮ください。

耳の聞こえにくい方やその家族、関係者　【定員60名】

電話、FAX、ハガキにて、平成30年2月1日（木）までに下記へ

謹賀新年
本年もよろしく

お願い申し上げます。

川崎の社会福祉
イメージキャラクター
「ななまるくん」

川崎市聴覚障害者情報文化センター
〒211-0037　川崎市中原区井田三舞町14-16
電話044-798-8800　FAX044-798-8804　http://www.joubun.net/index.html

〇お問合わせ　 川崎市高齢社会福祉総合センター  人材開発研究センター 講座担当
〒214-0035　川崎市多摩区長沢2-11-1
電話044-976-9001　FAX044976-9000

この広報紙は一部共同募金の配分金で発行されています。 環境を考慮した再生紙を使用しています。

発　　　行：年4回（4・7・10・1月1日）

■編集・発行

社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会
住　所：川崎市中原区上小田中6-22-5 TEL：044-739-8710
E-mail：info@csw-kawasaki.or.jp HP：http://www.csw-kawasaki.or.jp

FAX：044-739-8737

広報紙「川崎の社会福祉」に掲載する広告を募集しています。詳細はお問い合わせ下さい。

年間購読を希望される方は、82円切手
4枚をお送り下さい。

12月29日～1月3日まで、川崎市総合福祉センター（エポックなかはら）は全館休館いたします。
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　去る10月24日（火）、川崎市総合福祉センターにおいて「第55回川崎市社会福祉大会」を開催しました。この大

会は本会と川崎市の共催により、市内で福祉活動に携わっている方々が集い、社会福祉活動の一層の推進を誓う

とともに、永年にわたり社会福祉に貢献された方々の功績をたたえることを目的に毎年開催しています。

　伊藤弘副市長、佐藤忠次本会会長より社会福祉に貢献された方々へ表彰状と感謝状の授与が次のとおり行わ

れました。

■ 第１部 顕彰式典

川崎市長表彰
○社会福祉団体役員　13名　　
○民間社会福祉施設従事者　36名
○ボランティア活動等　7名・13団体

川崎市社会福祉協議会会長表彰
○地域福祉活動への貢献者　35名
○福祉施設・地域でのボランティア活動等　2名・15団体

　新年明けましておめでとうございます。

　市民の皆様におかれましては、健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　今年、川崎市社会福祉協議会では、３ヵ年計画である「第４期地域福祉活動推進計画」

を策定し、「お互いを認めあう福祉の心を育てよう」「住民主体による支えあいの地域づ

くりを目指そう」「住民の暮らしを支える協働・連携のネットワークをつくろう」の３つの

基本目標に向けた取り組みをスタートさせます。同じく今年度策定される川崎市・区の

「地域福祉計画」や各区社会福祉協議会とも連携してまいります。

　現在、地域福祉を巡っては、社会的孤立や制度の狭間の問題などが大きな課題となっ

ており、国においては、制度・分野ごとの縦割りや、支え手と受け手という関係を超えて、

住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超

えて「丸ごと」つながることで地域をともに創っていく「地域共生社会」の実現を施策と

して打ち出しております。

　川崎市では、「地域包括ケアシステム推進ビジョン」のもと、各区役所に設置された地域みまもり支援センターを中

心に、地域で暮らす全ての方の生活課題に対して、適切なケアの提供、地域の中の課題の把握、ネットワークづくりな

ど、「個別支援の強化」と「地域力の向上」に向けて取り組みが始まっております。

　私ども川崎市社会福祉協議会としても、地域福祉向上を担う民間団体として、この地域包括ケアシステムの推進に

向けて各区・地区の社会福祉協議会をはじめ、多くの会員と共に、積極的に福祉のまちづくりに取り組んでまいります。

民生委員児童委員の皆様におかれましては、昨年、その前身である済世顧問制度の発足から数えて、制度創設１００

周年の大きな節目を迎えられました。

　隣人愛の精神のもと、一番身近な支援者として役割を果たされてきたその長い歴史に敬意を表するとともに、私ど

も社会福祉協議会の活動を支える大きな力として、御活躍いただきたいと存じます。

　結びとなりますが、市民の皆様におかれましては、本年も引き続き川崎市社会福祉協議会への御協力と御支援をお

願いするとともに、皆様の御多幸と御健勝をお祈りし、年頭の御挨拶とさせていただきます。

社会福祉法人
川崎市社会福祉協議会

会長 佐藤　忠次 

年頭のご挨拶

「第55回川崎市社会福祉大会」開催「第55回川崎市社会福祉大会」開催

　第2部の記念講演では、米国出身で現在は京都に住み、数々のメディア

でも大変活躍されている京都外国語大学教授の、ジェフ・バーグランド

氏を講師にお迎えし、ご講演いただきました。

　20歳の頃から京都に住み、現在は京都観光大使でもあるジェフ氏が、日

本で経験した様々なエピソードや手話を交えながら、外国人からみた文化

の違いについてお話しをしてくださいました。

　国と国の文化の違いのみならず、若者と年配者、親と子、健常者と障が

い者など、さまざまな常識・価値観の違いから生まれる異文化コミュニ

ケーションの中で、お互いを理解するために必要なことは何かをお話し

いただきました。はじめは違和感を覚えても、相手の生き方を理解し、学

び、元の自分と統合していくことが新しい自分を作り、成長していくこと

につながると語られていました。

　講演の最後には「私たち一人ひとり、個性をのばして、他の人々を尊重

する心を育てましょう」と来場者とともに手話を実践し、会場は笑顔の

うちに講演会は終了しました。

　本会では第3期地域福祉活動推進計画『川崎市住民福祉協働プラン』が平成30年3月をもって終了

となるため、第4期地域福祉活動推進計画（案）を策定しました。

　これまで、策定委員会や本会部会、地域福祉関係団体への意見聴取などを通して計画（案）を策定し

てきましたが、さらにこの計画（案）をよりよい内容のものにするために、皆様からの意見を募集してお

ります。

■ 第2部　記念講演「きらっといきる～自分探しの旅～」

川崎市社会福祉協議会
「第4期地域福祉活動推進計画（案）」への
意見を募集しています

地域推進課　
電話044-739-8716　Fax044-739-8737
E-mail　chiikisuishinka@csw-kawasaki.or.jp

〇お問合わせ

川崎市社会福祉協議会会長感謝
○多額寄附　4名・2団体

閲覧方法 ・本会窓口または各区社会福祉協議会窓口にて閲覧

・本会ホームページにて閲覧　http://www.csw-kawasaki.or.jp/

対　　象 川崎市内に在住または勤務されている方

川崎市内で活動する個人、法人、各種団体

締切期間 平成30年1月17 日（水）消印有効

提出方法 本会窓口または各区社会福祉協議会意見箱へ提出、若しくは地域推進課まで

郵送、FAX、Eメールにてご提出ください。

※詳細はホームページをご覧ください。
　いただいたご意見を基に、反映状況を本会ホームページで公表いたします。

ジェフ・バーグランド氏

会長表彰の様子
写真右：御幸東地区社協 小泉 正敏 様
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　今年度は、「ささえ愛（あい）　手をとりあって　たすけ愛（あい）」を
テーマに開催します。例年同様、川崎市内で社会福祉の分野で活動し
ているボランティアが知り合い、出会う機会となるイベントです。近
年、日本各地で災害が発生していることから、｢災害支援と地域づくり｣
をテーマに映画上映や監督のトーク、展示や体験コーナーといった
内容を企画しています。みなさん、ぜひ、お越しください。

かわさきボランティアタウンフェスタ開催かわさきボランティアタウンフェスタ開催

　成年後見制度は、認知症、知的障害、精神障害等の理由によ
り、判断能力が不十分な方々の財産や権利を保護し、生活を支
援する制度です。シンポジウムでは、基調講演のほかに、成年後
見制度に携わる専門職の方々からご意見を伺いながら、制度の
現状やこれからの成年後見制度について考えます。
　詳細につきましては、チラシ及び市政だよりにてご案内いた
します。皆様のご参加をお待ちしております。
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●多摩川花火大会出店者 様

物品のご寄付
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広告

災害用簡易トイレの作り方を学べます
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11月12 日（日）、子ども虐待防止の象徴である『オレンジリボン』をた

すきに仕立て、児童福祉関係者がリレーをしながら繋ぎ、児童虐待防止

の啓発を行う『オレンジリボンたすきリレー』が東京・神奈川で実施され

ました。

本年度で2回目となる川崎コースでは、総勢100名を超えるランナーで

子ども虐待防止の願いを込めたたすきを繋ぎ、麻生区の白山愛児園から

川崎区のユースキン製薬（株）までの約25㎞を走り抜き、都心コースと合

流しながら、無事にゴールの横浜・山下公園までたすきを届けました！

○●○●○ 参加ランナーの声 ○●○●○

開催!!

11/12 日
●20

ご存知ですか？
かわさき暮らしサポーター（暮らサポ）

介護支援課・訪問介護支援事業所
社協の

しごと

～かわさき暮らしサポーターって？～
平成28年度より始まった川崎市が実施する「介護予防・日常生活支援総合事業」の訪問型サービスの一つです。
“暮らサポ”が高齢者の方（要支援１・２及び事業対象者）のご自宅を訪問し、ご自分ではできない日常生活上の家事（掃除・洗濯・
調理等）がある場合に、ご本人と協力して一緒に家事を行います。

～かわさき暮らしサポーターになるには～
家事援助に必要な知識を1日かけて学ぶ養成研修の受講が必要です。
また、実際に活動する前に、就労先の訪問介護支援事業所で、先輩職員と一緒に利用者宅を訪問し、見学・実習を複数回行います。

～かわさき暮らしサポーターの養成について～
川崎市社会福祉協議会では介護人材の担い手を育成するため、「かわさき暮らしサポーター研修」を行っています。
訪問介護の仕事に興味がある方、あなたの「家事力」を活かせる“暮らサポ”になって働いてみませんか？
次の日程で研修行いますので、申し込みお待ちしています！

　第2回目の「オレンジリボンたすきリレー川崎コース」が

大きな事故や怪我がなく、行われました。スタート時は風が

冷たく心配されましたが、徐々に気温が上がっていき、太陽

も顔を出し、とてもいい天気の中走ることが出来ました。　

　私は初参加で川崎コース全区間を走らせていただき、中

継点では啓発活動にも参加しました。今年は初の試みとし

て、ランナーによる一般歩行者の方々への啓発グッズの配

布も行われ、多くの方々と顔を合わせることができ、とて

もいい経験になりました。来年も参加したいと思います。

　関連機関の皆様、応援してくださった地域の皆様、実行

委員会の皆様、ありがとうございました。

川崎こども心理ケアセンターかなで　寉岡　凌弦

橋
　川崎市内では、地域包括ケアシステムの構築
に向け様々な地域の取組が実施され、市民の皆
様に随分浸透してきたと感じています。地域包
括ケアシステムの「自助」「互助」「共助」「公助」
の考え方は、市民、ボランティア団体、民間事業
者、社会福祉法人、行政等が、それぞれの立場で
その役割を主体的に発揮することで、機能する
仕組みです。
　特に人生１００年時代を迎えようとしている
日本では、医療保険や介護保険に頼らず、いか
に健康でいられる期間を長くできるかが大事な
ポイントだと思います。
　中には、保険料を支払っているので、利用しな
いと損だと思われる方もいらっしゃるかもしれ
ません。ただ、病気になることや介護が必要にな
ることを喜ぶ人はいないでしょう。

　医療保険や介護保険のお世話になることが
少なく、心や体がいつまでも元気でいられるよ
うに「自助」「互助」の活動や自分に合った活動
等に是非参加してみませんか。
　社会福祉協議会では、「自助」「互助」の地域福
祉活動支援や「共助」「公助」の介護保険サービ
ス、福祉サービスなどの事業を幅広く行ってい
ます。今後も、「人生１００年時代」が希望を持っ
て迎えられるよう、地域住民の皆様とともに「地
域共生社会」の実現を目指してまいりますので、
よろしくお願いいたします。

川崎市社会福祉協議会
常務理事　　上野葉子

「人生100年時代に向けて」

●その他、ホームヘルパー派遣、ケアプラン作成に関するお問い合わせは・・・

かわさき訪問介護支援事業所   ℡：044-222-7948　　みやまえ訪問介護支援事業所  ℡：044-856-5827
さいわい訪問介護支援事業所　℡：044-556-5535　　たま訪問介護支援事業所　     ℡：044-935-5916
なかはら訪問介護支援事業所　℡：044-722-7710　　あさお訪問介護支援事業所　  ℡：044-952-4716
たかつ訪問介護支援事業所　   ℡：044-814-1138

かわさき会場 

福祉パルかわさき
川崎区日進町1-11川崎ルフロン8階

1月30日（火）10:00～16:45
場　所
日　時

申込〆切 1月19日（金）17:00必着

あさお会場

福祉パルあさお
麻生区万福寺1-2-2新百合21ビル１階

2月13日（火）17:00必着

2月22日（木）10:00～16:45
場　所
日　時

申込〆切

申込書は本会訪問介護支援事業所にございます。
また、ＨＰ（http://www.csw-kawasaki.or.jp）よりダウンロードできます。

各会場　20名

次の条件を全て満たす方

受講申込書に必要事項をご記入の上、下記の申込先へＦＡＸまたは郵送

無料●受講料

●定員

●対象者

●応募方法

①現在ヘルパーの資格をお持ちでない方　　
②川崎市内及び近隣市町村の方
③本会訪問介護支援事業所への就労を希望する方　　　　　　　　　　 
④健康な方

昨年度受講生 宮島 瑞穂さん

〇お問合わせ・申込先 川崎市社会福祉協議会　介護支援課

〒211-0053　川崎市中原区上小田中6-22-5　電話044-739-8737　FAX044-739-8737

何か自分でやれることがないかと思い研修を受講しました。
実際に暮らサポとして働いてみて、介護の仕事に興味を持ち、
家事援助以外の活動もできるよう初任者研修（ヘルパー養成
研修）を受講しました。
一緒に働ける仲間が増えるといいなと思ってます。

かわさき暮らしサポーター
研修受講生募集！

かわさき暮らしサポーター
研修受講生募集！
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社会福祉協議会は住民の参加により福祉のまちづくりをすすめる民間組織です

第55回川崎市社会福祉大会を開催しました。
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●ボランティアタウンフェスタ開催

●成年後見制度普及啓発シンポジウムのご案内

●社協の仕事　⑳介護支援課・訪問介護支援事業所
　ご存知ですか？かわさき暮らしサポーター（暮らサポ）

●オレンジリボンたすきリレー報告

●インフォメーション　
　～補聴器とコミュニケーション講座、福祉情報ミニ講座　他～

　「聞いて長生き！笑って健康！人生って素晴らしい」人生楽しく過ごすには健康が大切です。
昨年度大好評のこの講座は、全国各地で落語会や講演会、テレビのリポーター、ラジオなど多方面で活躍中の
噺家林家うん平師匠の「心と身体を元気にする笑いについて」の講演会と落語です。ぜひお楽しみください。

●日時

●会場

●講師

●対象

●定員

●受講料

●申し込み

平成30年3月9日（金）　13時30分～15時30分　開場13時

川崎市産業振興会館　1階ホール　

※JR川崎駅より徒歩8分・京急川崎駅より徒歩7分

〒212-0013　川崎市幸区堀川町66-20

林家うん平師匠（一般社団法人落語協会）

川崎市内在住の方

400名

【当日先着順にご入場できます（定員になり次第締切ります）】

無料

不要【当日、直接会場へお越し下さい。】

平成29年度 普及啓発 福祉情報ミニ講座 真打ち林家うん平さんから学ぶ
「笑顔は人との関わりを豊かにするコミュニケーション術」

補聴器とコミュニケーションの講座
(福)川崎市麻生区社会福祉協議会 共催事業

 参加費
無料

●日時

●会場

●対象者

●申し込み

平成30年2月2日・9日・16日・23日　毎週金曜日

13：30～15：30　※4回別々の内容の連続講座

麻生老人福祉センター（いきいきセンター）麻生区金程2-8-3

 小田急新百合ヶ丘駅よりバス、「麻生高校前」下車　 
※自家用車でのご来場はご遠慮ください。

耳の聞こえにくい方やその家族、関係者　【定員60名】

電話、FAX、ハガキにて、平成30年2月1日（木）までに下記へ

謹賀新年
本年もよろしく

お願い申し上げます。

川崎の社会福祉
イメージキャラクター
「ななまるくん」

川崎市聴覚障害者情報文化センター
〒211-0037　川崎市中原区井田三舞町14-16
電話044-798-8800　FAX044-798-8804　http://www.joubun.net/index.html

〇お問合わせ　 川崎市高齢社会福祉総合センター  人材開発研究センター 講座担当
〒214-0035　川崎市多摩区長沢2-11-1
電話044-976-9001　FAX044976-9000
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■編集・発行

社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会
住　所：川崎市中原区上小田中6-22-5 TEL：044-739-8710
E-mail：info@csw-kawasaki.or.jp HP：http://www.csw-kawasaki.or.jp

FAX：044-739-8737

広報紙「川崎の社会福祉」に掲載する広告を募集しています。詳細はお問い合わせ下さい。

年間購読を希望される方は、82円切手
4枚をお送り下さい。

12月29日～1月3日まで、川崎市総合福祉センター（エポックなかはら）は全館休館いたします。


